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この製品および取扱説明書には、製品を安全にご使用いただくため、守っていただきたいことを記載しています。
ここに示した注意事項は、誤った取扱いをすると生じることが想定される内容を、「警告」「注意」に区分していますので、必ず守ってください。表示と意味は次のようになっています。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定され
る場合。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。図の中や近くに具
体的な禁止内容が描かれています。

注意警告
このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。図の中や近
くに具体的な指示内容が描かれています。

取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定される場合および
物的損害のみの発生が想定される場合。

安全上のご注意 ご使用前に、この『安全上のご注意』をよくお読みのうえ正しくお使いください。
また、お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

回転中

警　　　　　告

分解禁止

接触禁止

接触禁止

水場禁止

運転中にフタを開
けたり、容器を外
さない。
けがをする原因に
なります。

ミキサーカッターは鋭利で
危険です。運転中・停止中
に関わらず、直接手を触れ
ない。
けがをする原因になります。

カッターの回転が完全に止ま
るまで、容器をはずさない。
けがをする原因になります。

容器の中に指やス
プーン、箸など調
理材料以外の物を
入れない。
けがをする原因に
なります。

子供だけで使用させない。
幼児の手の届くところで
使わない。
子供や幼児がけがをする
原因になります。

電源コードや電源プラグが
傷んだ場合は使わない。
発火・感電の原因にな
ります。
お買い上げの販売店に
ご相談ください。

電源プラグ
を抜く

使用後は必ずスイッチ
を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
お手入れは必ず電源プ
ラグを抜いてから。
火災・感電・けがの原因になります。

修理技術者以外は、
絶対に分解・修理・
改造をしない。
発火したり、異常動
作してけがをする原
因になります。

水につけない、水をかけない。
ぬれた手で電源プラグを抜き
差ししない。
湿気の多いところで使わない。
感電の原因になります。

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

電源プラグにほこりが
ついたら取り除く。
発火・感電の原因にな
ります。

強 制

40
℃
～

接触禁止

ミルカッターは鋭利で危険
です。運転中・停止中に関
わらず、直接手を触れない。
けがをする原因になります。

一般家庭用以外に使用しない。
また、調理以外の目的で使用しない。
故障の原因になります。

4040℃以上の熱い材料を容器
に入れない。
ふきこぼれによるやけどや、
容器が割れたり変形をして
けがの原因になります。

空運転をしない。
最小目盛より少ない材料で
使わない。
故障の原因になります。

連続運転は定格時間をこえて使用しない。
故障の原因になります。
（P4、P5参照）

容器や容器台・フタの取
り付け、取り外しおよび
お手入れのさいは電源プ
ラグをコンセントから抜
く。
けがをする原因になります。

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

電源プラグ
を抜く

材料が多すぎたり他の原因で
運転が停止した場合は、使用
をやめる。
故障の原因になります。
（P3「入れすぎストップ機能について」参照）

容器台のみを本体に取り
付けない。
けがをする原因になります。

容器類はレンジで使用しな
い。
食器洗い乾燥機や食器乾燥
器を使わない。
変形・故障の原因になります。

電源コードは、無理
に曲げない、ねじら
ない、引っ張らない、
重い物をのせない、熱い物に近づけない。
電源コードが傷む原因になります。

ねじれが戻らなくなった
電源コードは使わない。
発火・感電・断線の
原因になります。
お買い上げの販売店にご相談ください。

電源プラグをコンセント
から抜くときは電源プラ
グを持って抜く。
発火・感電・断線の
原因になります。

禁 止

禁 止禁 止

電源プラグ
を抜く

交流100V100V以外で
使用しない。
発火・故障の原因になります。

動作状態でないことを確かめてから、電源プラグを
コンセントから抜き差しする。
けがをする原因になります。

注　　　　　意

強 制

少ない

禁 止

ギョーザやハンバーグなどのタネ作りを
しない。
故障の原因になります。

停止停止



●運転中はフタ
　を開けないで
　ください。

●40℃以上の熱い材
　料を入れないでく
　ださい。

●ミキサー容器台に取
　り付けてあります。
●お手入れの後は必ず
　取り付けてください。

●必ず最大目盛と最
　小目盛の間で使用
　してください。

●刃は鋭利で危険で
　すので直接手を触
　れないでください。

フタをはずすときは、ミキサ
ー容器の持ち手を持って親指
で強く押し上げてください。

押上げ

本体底の溝に電源コードをは
め込みながら、右回りに巻き
付けてください。
電源プラグは後部スペースに
納めてください。

(約800　）最大目盛

(約400　）最小目盛

電源コード

電源プラグ

●『入』
●『切』
●『フラッシュ』

ひねっている間だけ
運転し、はなすと停
止します。

●ミル容器台に取り
　付けてあります。
●お手入れの後は必ず取り
　付けてください。

●刃は鋭利で危険ですので
　直接手を触れないでくだ
　さい。

フ　タ

ミキサーカッター

ミルカッター

スイッチ

容器内の材料が多いか、調理できない材料が入っていると、
モーターを保護するために保護装置がはたらき、運転を停止
させます。そのときは、次の手順でやり直してください。

1.スイッチを『切』の位置にもどします。
（作動した保護装置が復帰状態にもどります）
2.電源プラグをコンセントから抜いてください。
3.容器部をはずし、材料を減らします。または、調理でき
　ない材料を取り除きます。
4.減らした後、容器部を本体にのせて、電源プラグをコン
　セントに差し込み、スイッチを『入』にすると再び運転
　します。
※強い衝撃をあたえると、勝手に保護装置が復帰し、再運転する
　ことがありますので、ご注意下さい。

●ミキサー容器および、ミル容器は必ず専用の容器台

　を取り付けてご使用ください。

●空運転はしないでください。

（異常過熱による故障の原因になります。）

●ミルでマヨネーズ作りや離乳食作りなどの乾燥物以

　外の調理はしないでください。

（うまく調理できず、故障の原因になります。）

●調理物を容器内に残さないでください。

お願いとご注意

本体に容器・容器台が正しく取り付けられていない場合、スイ
ッチを入れても運転しない安全機能です。
運転しない場合は必ずスイッチを切り、電源プラグをコンセン
トから抜いて各部が正しく取り付けられているか確認してくだ
さい。

ミル容器

ミル容器台

各部のなまえとはたらき

うっかり防止
　　スイッチ

フタのはずしかた コードの収納について

入れすぎストップ機能について

うっかり防止機能について

軸受け部

軸受け部

容器と容器台が
正しくセットさ
れているかを確認

容器台の▼印と
本体の▲(運転時)印が
合っているかを確認

持ち手

容器検出レバー

通風口(本体底面)

容器検出レバー

ミキサー容器

ミキサーパッキン

ミキサー容器台

ミキサー容器部

本 体

ミル容器部
このミルはドライ（乾燥物）専用です。
液体や水分などを含んだ材料は調理しないでください。

ミルパッキン



水、牛乳
などの液体

やわらかい
材料

かたい材料

材料の下ごしらえ
●材料はへたや皮、芯がある場合は取り除きます。
●かたい材料（にんじん、
　セロリなど）は1cm程の
　うす切りにします。
●やわらかい材料（バナナ、
　いちごなど）は2cm程に切ります。
●材料が熱い場合は、40℃以下に冷まします。
　※材料はかたさに応じて小さめに切ってください。

　　大きいと、うまくかくはんできません。

　　また、カッター破損や本体故障の原因になります。

液体、材料をミキサー容器に入れ、
フタをする

ミキサー容器部を本体にセットする

●液体、水分を含んだやわ
　らかい材料、かたい材料
　の順番にミキサー容器に
　入れます。
●角氷を加えるときは、
　2.5cm角以下の氷（家庭
　用冷蔵庫で製氷した）を
　使い、他の材料をかくは
　んしたあとで入れてください。
（氷だけの粉砕や大きな氷・市販の氷を
　使うと故障の原因になります。）
　※材料は一度にできる最大目盛以下にしてください。

　（液体・材料を含めて800　以下、粘りのあるものは

　　できるだけ少量ずつ小分けしてかくはんしてください。）

「メニューノート ミキサー編」を参照ください

フタを押さえながら、スイッチを入れる

スイッチを切り、調理物を取り出す

●スイッチを切り、電源プラグを
　コンセントから抜き、ミキサー
　容器部を本体からはずします。
●フタをはずし、調理物を取り出す。
　※とろみのあるものや、調理物が取り出

　　しにくいときは、ヘラやスプーンなど

　　をご使用ください。

　※調理物がミキサー容器の外側にしたたり落

　　ちると、故障の原因になることがあります。

1

2

3

4

5

ミキサーの使い方

運転が完全に止まってから電源プラグをコンセン
トから抜き、ミキサー容器部を本体からはずす。強 制

ミキサーパッキンを
忘れないように

ミキサー
容器

ミキサー
パッキン

「お手入れのしかた」
の要領で、きれいに洗
ってください。

各部品を元どおりに組み
立て、左図のようにミキ
サー容器台と本体に手を
そえて、ミキサー容器を
矢印(右回り)の方向に回
してしめる。

※必ず電源プラグを抜いて行う。はじめてご使用のさいも、お手入れしてください。

ミキサー
容器台

本体

しっかりと
しめつける

●スイッチ『切』を確認
　してから、ミキサー容
　器台の▼印と本体の▲
　(運転時)印を合わせて
　セットする。
　※正確にセットしないと

　　スイッチを入れても運

　　転しません。

●スイッチ『切』を確認してから、
　電源プラグをコンセントに差し込みます。
●フタを押さえながら、スイッチを入れる。
（押さえていないとミキサー容器部がゆれたり、
　材料や氷が飛び出すことがあります。）
　※連続運転は４分以内にし、繰り返し使用すると

　　きは２分以上休ませてからご使用ください。

　　この場合も３回以内の運転としてください。

　（モーターが過熱し、故障の原因になります。）

　※振動や異常音が大きいときは、すぐにスイッチ

　　を切り、材料を減らしてください。

　　また、カッターが空回りしたり、回りにくいとき

　　は、水分を追加してください。

　（十分な水分がないと、うまくかくはんできません。）

左図のようにミ
キサー容器台と
本体に手をそえ
て、ミキサー容
器を矢印(左回り)
の方向に回して
ゆるめる。

分解および組み立て

必ず十分な液体（水分）を入れる。
強 制

禁 止

禁 止

このミキサーで次の材料は調理しない。
●かたい材料、冷凍食品、乾燥物（乾燥大豆、
　かつおぶし、乾燥朝鮮にんじんなど）
●肉、魚類
●ねばり気の強い材料（とろろいも、納豆、
　こんにゃくいもなど）

運転中はフタを開けない。
運転中は本体底面の通風口をふさがない。

　　ミキサー容器台
▼印

本体
▲(運転時)印

スイッチ『フラッシュ』について
『フラッシュ』はひねっている間だけ運転し、はなす
と停止します。作ったジュースが分離したときなど、
短時間の運転にご使用ください。



材料の下ごしらえ
●材料はへたや皮、芯がある場合は取り除きます。
●かたい材料（乾燥こんぶ、干しし
  いたけなど）は1cm程に切ります。
●やわらかい材料（煮干し、焼きた
  らこなど）は2cm程に切ります。
●材料が熱い場合は、40℃以下に冷まします。
　※材料はかたさに応じて小さめに切ってください。

　　大きいとうまく粉砕（かくはん）できません。

　　また、カッター破損や本体故障の原因になります。

材料をミル容器に入れ、ミル容器台を
取り付ける

ミル容器部を本体にセットする

●材料は最大量以下にしてください。
　ミル容器は200 （容器の2/3）以下
　でご使用ください。
　※材料によって分量を調節してください。

「メニューノート ミル編」を参照ください。
●ミル容器台のカッターの付いた方を
　下にしてミル容器台をしっかり時計
　方向にねじ込みます。

●スイッチ『切』を確認
　してから、ミル容器台
　の▼印と本体の▲(運
　転時)印を合わせてセ
　ットする。
　※正確にセットしないと

　　スイッチを入れても運

　　転しません。

スイッチを切り、調理物を取り出す

●スイッチを切り、電源プラグをコン
　セントから抜き、ミル容器部を本体
　からはずします。
●ミル容器部を逆さまにしてミル容器
　台をはずし、調理物を取り出す。
　※調理物が取り出しにくいときは、ヘラや

　　スプーンなどをご使用ください。

1

2

3

5

ミルの使い方

ミル容器を押さえながら、スイッチを
入れる4
●スイッチ『切』を確認してから、
　電源プラグをコンセントに差し込
　みます。
●ミル容器を押さえながら、スイッ
　チを入れる。
（押さえていないとミル容器部がゆれたり、
　本体からはずれることがあります。）
　※連続運転は１分以内にし、繰り返し使用する

　　ときは30分以上休ませてからご使用ください。

　　この場合も３回以内の運転としてください。

　（ミル容器台が破損する原因になります。）

　※振動や異常音が大きいときは、すぐにスイッ

　　チを切り、材料を減らしてください。

禁 止

このミルはドライ（乾燥物）専用です。
次の材料は調理しない。
●氷の粉砕
●たくあんなどの繊維質の多いもの
●レーズンなどの水分を抜いた果物類
●玉ねぎ・ピーナツなど水分や油分の出るもの
●水・牛乳・サラダ油などの液体
●根こんぶや霊芝・朝鮮にんじんなどの漢方薬
●かつおぶし・氷砂糖・黒砂糖・冷凍食品など
　の固いもの
●煎っていない豆類

ご使用時、ミルカッターとミル容器台の間に材
料がはさまった場合はスイッチを切り、コンセ
ントから電源プラグを抜き、はさまっている材
料を取り除く。
（ミルカッターに直接手を触れない）

強 制

運転が完全に止まってから電源プラグをコンセ
ントから抜き、ミル容器部を本体からはずす。

調理物をミル容器に入れたまま保存しない。

強 制

禁 止

禁 止
ミル容器部はレンジで使用しない。

ミル
容器台

ミル容器

ミル容器台

ミル容器

ミルパッキン

ミルパッキンを
忘れないように

しっかりと
しめつける

「お手入れのしかた」
の要領で、きれいに洗
ってください。

各部品を元どおりに組み
立て、左図のようにミル
容器台とミル容器を持っ
て、ミル容器台を矢印(右
回り)の方向に回してしめ
る。

※必ず電源プラグを抜いて行う。はじめてご使用のさいも、お手入れしてください。

左図のようにミ
ル容器台とミル
容器を持って、
ミル容器台を矢
印(左回り)の方
向に回してゆる
める。

分解および組み立て

ミル容器台
▼印

本体
▲(運転時)印

スイッチ『フラッシュ』について
『フラッシュ』はひねっている間だけ運転し、はなす
と停止します。焼きたらこをほぐすときなど、短時間
の運転にご使用ください。



スイッチを切り、電源プラグを抜いてから
お手入れしてください

本　　　体

●やわらかい布を石けん水や水で薄め
　た台所用洗剤に浸し、よくしぼって
　から汚れをふき取ります。
　※ベンジン・シンナー・たわし・磨き粉
　　・漂白剤・化学ぞうきんなどを使うと
　　本体にキズがつく恐れがあります。

ミキサー容器部

お手入れのしかた

●スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてお手入れする。
●ミキサーカッター・ミルカッターは鋭利で危険です。直接手を触れない。
●食器洗い乾燥機や食器乾燥器は使わず、必ず自然乾燥させる。
●熱湯での煮沸消毒や40℃以上のお湯で洗わない。
●お手入れ後は必ずパッキン類を取り付ける。

注意

ミル容器部

　ミキサー容器部を分解し、水洗いする
　　●ミキサー容器部を分解し、フタ・ミキサー容器
　　　・ミキサーパッキン・ミキサー容器台をそれぞ
　　　れ水（ぬるま湯）で流し洗いする。

　　　※ミキサー容器台は、ミキ

　　　　サーカッター(刃)で手を
　　　　切らないように注意し、
　　　　柄の付いたブラシなどで
　　　　洗います。

　　　※ミキサー容器台の底面に直接水を

　　　　かけたり、つけ置き洗いをしない
　　　　でください。

2

　ミル容器部を分解し、水洗いする
　　●ミル容器部を分解し、ミル容器・ミルパッキン・
　　　ミル容器台をそれぞれ水（ぬるま湯）で流し洗い
　　　する。
　　　※ミル容器台は、ミルカッター
　　　　(刃)で手を切らないように注
　　　　意し、柄の付いたブラシなど
　　　　で洗います。
　　　※ミル容器台の底面に直接水をか
　　　　けたり、つけ置き洗いをしないでください。

2

　ミキサー容器部のクリーニング
　　●ミキサー容器に水（ぬるま湯）を800　入れ、
　　　台所用洗剤を2～3滴加え、フタをします。
　　●電源プラグをコンセントに差し込み、フタを手
　　　で押さえながら、約30秒～2分間程度（汚れの
　　　程度で時間は調整してください）運転し、スイ
　　　ッチを切る。
　　●電源プラグをコンセントから抜き、ミキサー容
　　　器部を本体からはずして、水（ぬるま湯）をす
　　　てる。

1

ちょっと便利な収納方法

図のように、ミキサー
容器部は持ち手を本体
正面に向けてセットす
ることができます。
幅をとらず、収納に便
利です。
※この状態では運転でき
　ません。

持ち手

ミキサー
容器台
▼印

　ミル容器部のクリーニング
　　●ミル容器に水（ぬるま湯）を200　入れ、台所
　　　用洗剤を1滴加えます。
　　●電源プラグをコンセントに差し込み、ミル容器を
　　　手で押さえながら、約20秒～1分間程度（汚れの
　　　程度で時間は調整してください）運転し、スイッ
　　　チを切る。
　　●電源プラグをコンセントから抜きミル容器部を本
　　　体からはずして、水（ぬるま湯）をすてる。

1

3　乾いたふきんでふき取り、乾燥させる
　　●洗った後、乾いたふきんでふき取り、よく乾燥
　　　させてからフタ・ミキサー容器・ミキサーパッ
　　　キン・ミキサー容器台を取り付け直してくださ
　　　い。

　　　※食器洗い乾燥機や食器乾燥器は使わないで、必ず自
　　　　然乾燥させてください。
　　　　変形・割れの原因になります。

　　　※ミキサーパッキンを取り付けずにご使用されますと
　　　　水漏れの原因になります。

3　乾いたふきんでふき取り、乾燥させる
　　●洗った後、乾いたふきんでふき取り、よく乾燥さ
　　　せてからミル容器・ミルパッキン・ミル容器台を
　　　取り付け直してください。
　　　※食器洗い乾燥機や食器乾燥器は使わないで、必ず自
　　　　然乾燥させてください。
　　　　変形・割れの原因になります。
　　　※ミルパッキンを取り付けずにご使用されますと故障
　　　　の原因になります。



メニューノート

材料の下ごしらえ
●材料はへたや皮、芯がある場合は
　取り除きます。
●かたい材料（にんじん、セロリな
　ど）は1cm程のうす切りにします。
●やわらかい材料（バナナ、いちご
　など）は2cm程に切ります。
●冷凍食材は必ず解凍または半解凍
してください。
●材料が熱い場合は、40℃以下に冷
　まします。

上手な材料の入れ方
●材料を容器に入れるときは、材料
　欄の上から順番に入れてください。

●このメニューノートに記載している材料量より極端に増減がありますと、うまく粉砕・
　かくはんできません。また、故障の原因になります。
●定格時間以上運転しないでください。故障の原因になります。
　詳しくはP4「ミキサーの使い方」、P5「ミルの使い方」を参照ください。

ミ　キ　サ　ー　編

注意

ミル編 ドライ(乾燥物)専用

ヴィシソワーズ

※上記の分量を超える材料を入れ
　てかくはんしないでください。

玉ねぎ　　　　　　　　　　　40g
ジャガイモ　　　　　　　　150g
バター　　　　　　　　　　　10g
鶏がらスープの素（顆粒）　小さじ1
水　　　　　　　　　　　　200
牛乳　　　　　　　　　　　200
塩、コショウ　　　　　　　適量
パセリ（仕上げ用）　　　　適量

1.玉ねぎとジャガイモを5mmにスライス
　し、器に入れてラップをし、電子レン
　ジで5分間程加熱する。
2.熱いうちにバターと鶏がらスープの素
　を加えて混ぜ、粗熱を取ってミキサー
　容器へ移し、水を入れて30～40秒かく
　はんする。
3.なめらかになったら、牛乳を加えてさ
　らに20～30秒かくはんする。
4.塩、コショウを適量加えて味をととの
　える。
5.ボウルなどの器に入れて冷蔵庫で冷や
　す。
6.器に注いでお好みでパセリを浮かせる。

手作りだしパック
かつお削り節　　　　　　　15g
煮干し　　　　　　　　　　10g
だし昆布（2cm角）　　　　  3枚
お茶または、だし用パック

1.煮干しは頭と腹わたを取り、2cm程にちぎる。

2.すべての材料は一度電子レンジで水分をとばす。

3.すべての材料をミル容器に入れ、20～40秒程粉砕する。

4.できた粉末をパックに適量入れる。

たらこえびふりかけ
たらこ　　　　　　　　　　20g
桜えび　　　　　　　　　　　5g
いりごま　　　　　　　　　　5g
青のり　　　　　　　　　　　5g

1.たらこはよく焼いて2cm程に切って冷まし、桜えび

　は電子レンジやフライパンで水分をとばします。

2.材料をミル容器に入れ、スイッチを『フラッシュ』

　側にチョンチョンと5～15回程ひねります。

材　料 下ごしらえ運転時間

大　　豆

煮　干　し

ご　　ま

コーヒー豆

1 0～3 0 g

5～2 0 g

5～2 0 g

1 0～3 0 g

3 0～6 0秒

2 0～4 0秒

2～ 5秒

5～2 0秒

よく煎って冷まします

頭と腹わたを取り2cm程にちぎる

よく煎って冷まします

一 回 量

小松菜とりんご

※かくはん時間の目安：40秒

水　　　　　　　　　　　　300
りんご　　　　　　　　　　240g
小松菜　　　　　　　　　　　60g

ミックスジュース

※かくはん時間の目安：40秒

牛乳　　　　　　　　　　　200
缶詰シロップ　　　　　　　　60
バナナ　　　　　　　　　　140g
みかん果肉（缶詰）　　　　　　80g
りんご　　　　　　　　　　　60g
角氷　　　　　　　　　　　　　4個（60g）



●材料の量が多すぎる
●材料の切り方が大きすぎる
●調理できない材料が入っている

●材料の量を減らす
●材料を小さく切り直す
●調理できない材料を取り除く

●容器・容器台・本体が確実にセッ
　トされていない
●電源プラグがコンセントから抜け
　ている

●確実にセットし直す
　（P3～P5を参照下さい）
●電源プラグをコンセントに差
　し込む

●材料の量が多すぎる
●材料の切り方が大きすぎる
●調理できない材料が入っている
●容器・容器台・本体が確実にセッ
　トされていない

●P3「入れすぎストップ機能に
　ついて」を参照してください

●確実にセットし直す
　（P3～P5を参照下さい）

振動が大きい

運転できない

途中で止まる

●パッキンが確実にセットされてい
　ない
●容器が容器台に傾いてセットされ
　ている
●容器と容器台のしめ付けがゆるん
　でいる

●パッキンを確実にセットする

●容器と容器台を確実にセット
　する
●容器と容器台をしっかりしめ
　付ける

容器と容器台のあいだ
から調理物が漏れる

●カッターの軸受け部が摩耗してい
　ます。事故を引き起こす原因にな
　りますので、ただちにご使用をや
　めてください

容器台の底から
調理物が漏れる

●ただちにご使用をやめてください。
　お買い上げの販売店または弊社にご連絡ください。

煙が出る
コードがねじれて戻ら
なくなった

●新しい容器台をお買い求めい
　ただく必要があります
　お買い上げの販売店または弊
　社にご連絡ください

処　置　方　法症　状 考えられる原因

警告

ご使用中に異常を感じられたときは、下記の点検をしていただき、それでもなお異常がある
ときは事故防止のため、電源プラグをコンセントから抜いて使用を中止し、お買い上げの販
売店または弊社にご相談ください。ご家庭での修理は危険ですからおやめください。

●修理技術者以外の人は絶対に分解や修理をしない警告

アフターサービスについて
■保証書
１．この製品には取扱説明書に保証書がついています。保証書は販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますの
　　で、内容をよくお確かめのうえ大切に保管してください。
２．保証期間はお買い上げの日から１年間です。保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお
　　読みください。

■修理を依頼されるとき

「故障かな？と思ったときは」の表に従ってご確認の後、それでも異常があるときは、使用をやめて電源プラグを
コンセントから抜き、お買い上げの販売店にこの製品(本体と容器類)をお持ち込みのうえ、修理をお申しつけください。
　●保証期間中は
　　保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理させていただきます。製品とともに保証書をご持参ください。
　●保証期間がすぎているときは
　　修理すれば使える製品については、ご希望により有料で修理させていただきます。なお、修理のために取り外
　　した部品は、特段のお申し出がない場合は弊社にて引き取らせていただきます。弊社はこの製品の補修用性能
　　部品を製造打切後5年間保有しています。性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

故障かな？と思ったときは




